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ボスニア・ヘルツェゴビナ（ＢＨ）情勢月報（２０２４年９月分） 

２０２４年１０月 

在ボスニア・ヘルツェゴビナ日本国大使館 
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１．国内情勢 

（１）国家レベル 

●ＢＨ憲法裁判所によるＲＳ選挙法の無効化

決定（１９日） 

 １９日、ＢＨ憲法裁判所は、ＲＳ選挙法は国

家機関から権能を奪うものであり、ＢＨ憲法及

びＢＨ選挙法に違反しているとして、ＲＳ選挙

法を無効化する旨決定を下した。同法は本年

４月にＲＳ国民議会が採択、７月に発効したが、

ズビズディッチＢＨ下院第一副議長（ボシュニ

ャク系）の訴えを受けて、ＢＨ憲法裁判所が違

憲性の判断を行っていたもの。 

（２）エンティティ、特別区 

ア ボスニア・ヘルツェゴビナ連邦（ＢＨ連邦） 

●ボスニア紛争の記念戦車設置（１６日） 

 １６日、ボスニア紛争中のＢＨ共和国軍（ボ

シュニャク系）の戦いを記念し、サラエボ第二

高校前の公園に戦車が設置された。今般の

設置は退役軍人協会の主導のもと行われた

もので、本件については、２０１６年以降継続

的に議論され、住民の反対等により延期が繰

り返されていたものであるが、最終的にカリッ

チ・サラエボ市長が許可を行い実現。しかし、

依然として学校付近に戦車を設置することや、

兵器そのものの展示が紛争のトラウマを呼び

起こさせる可能性を指摘し反対する団体もあ

る。 

イ スルプスカ共和国（ＲＳ） 

●歴史教育カリキュラムをめぐる反応（４日） 

 ＲＳ政府が新たに発表した９年生（日本の中

学３年生に相当）向け歴史教育カリキュラムに

おいて、ボスニア紛争を「祖国防衛戦争」と称

し、「ＲＳ及びＲＳ軍の成立の背景及び意義を

理解し、最も重要な軍事作戦及びその目的を

説明し、ＲＳ軍の構成と主要な司令官の氏名

を述べられるようになること」が指導目標とな

っている点につき、戦争犯罪人として裁かれ

た人物を英雄視する教育が行われる懸念が

あるとして、ボシュニャク系が強く反発している。

ベチロビッチＢＨ大統領評議会議長は、シュミ

ット上級代表に対してボン・パワーを行使し、

ＲＳ教育大臣の解任を行うよう求めた。 

  

２．外政 

（１）多国間、国際・地域機構（ＥＵ加盟プロセ

スを含む） 

●コナコビッチ外相及びシュミット上級代表の

ブレッド戦略フォーラム出席（２日～３日） 

 ２日～３日、コナコビッチＢＨ外相及びシュミ

ット上級代表はスロベニアで開催されたブレッ

ド戦略フォーラムに出席した。 

 コナコビッチ外相はパネルディスカッションに

登壇。周辺国（ロシア）の影響による不安定化

及びＥＵ加盟プロセスの遅延の危険を指摘し

つつ、経済的にも欧州市場との統合の必要性

を強調したほか、ダウティー英外務・英連邦・

開発省次官と会談。また、ユーゴスラビア諸国

（スロベニア、北マケドニア、セルビア、クロア

チア）各外相、欧州統合相等と会談し、旧ユー

ゴスラビアからの国有財産の承継に関して意

見を交わした。 

 シュミット上級代表は、クロアチア、スロベニ

ア各国首脳、外相、ピーチ英西バルカン特使

等と会談した。 

●クリシュト閣僚評議会議長のブリュッセル訪

問（１９日） 

 １９日、クリシュトＢＨ閣僚評議会議長は西バ

ルカン各国首脳とともにブリュッセルを訪問し、

フォン・デア・ライエン欧州委員長とのワーキン

グ・ランチに出席した。ランチではＥＵによる西

バルカン成長計画に関し意見が交わされた。 

 西バルカン成長計画に関しては、各国が改
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革アジェンダを策定しＥＵに提出する必要があ

るが、ＢＨは一部項目での合意ができず、提

出が完了していない状況。９月１７日にはクリ

シュト閣僚評議会議長が現在の合意状況に

関する文書をＥＵに提出した旨発言したが、依

然アジェンダに関する合意はできていない。ま

た、クリシュト議長がＥＵに文書を提出したこと

について、ドディックＲＳ大統領及びコシャラツ

ＢＨ副首相兼通商・経済関係大臣は激しく批

判している。 

●コナコビッチ外相のＮＹ訪問・国連総会出席

（２１日～２７日） 

 ２１日～２７日、コナコビッチＢＨ外相は国連

総会出席のためＮＹを訪問。本年５月のスレブ

レニツァ決議の履行の呼びかけやパレスチナ

連帯等に係るマルチ会合への出席及びパレ

スチナ自治政府新首相、ラトビア外相、マルタ

外相、カサノフ米国務次官補代理（西バルカン

担当）等との会談を実施した。 

●ベチロビッチ大統領評議会議長の国連総会

一般討論演説（２５日） 

 ２５日、ベチロビッチＢＨ大統領評議会議長

（ボシュニャク系メンバー）は国連総会にて一

般討論演説を実施。ＢＨ国家の目標としてＮＡ

ＴＯ加盟を挙げ、本年５月のスレブレニツァ決

議にも言及しつつ、ボスニア紛争を「侵攻」と

表現し、本年６月の全セルビア人会議等を背

景にセルビア系による領土的野心の脅威につ

いて指摘する等、ボシュニャク系としての立場

を強く打ち出した演説となった。 

（２）二国間関係 

●ブチッチ・セルビア大統領のＲＳ訪問（２日） 

 ２日、ブチッチ・セルビア大統領はＲＳのスタ

ナリ市を訪問し、セルビア政府の支援により建

設された「セルビア診療所」の開所式に出席し

た。ブチッチ大統領はメディアの取材に応じ、

ボシュニャク系の一部がセルビア系の批判ば

かり行っていると批判しつつ、セルビアとしてＲ

Ｓ及び地域の発展を支援する建設的な政策を

取ると強調した。 

●プレンコビッチ・クロアチア首相のＢＨ訪問

（３日～４日） 

 ３日～４日、プレンコビッチ・クロアチア首相

がＢＨを訪問。サラエボにおいてクリシュト閣

僚評議会議長、モスタルにおいてチョービッチ

ＨＤＺ党首とそれぞれ会談したほか、５ｃコリド

ー高速道路の「ヘルツェゴビナ」橋（ポチテリ付

近）を含む区間の開通式に出席した。プレンコ

ビッチ首相はＢＨ国営放送のインタビューにお

いて、改めてＢＨ選挙法の改正によるクロアチ

ア系の「正当代表」選出実現の重要性を指摘

し、コムシッチ現大統領評議会クロアチア系メ

ンバーの正当性を名指しで否定したほか、欧

州人権裁判所のＢＨに関する諸判決を「政治

的理由で人工的に作り出されたもの」と発言し、

ボシュニャク系から批判を受けた。 

●オーストリア司法相のＢＨ訪問（１３日） 

 １３日、ザディッチ・オーストリア司法相（ＢＨ

出身）がＢＨを訪問。ブノザＢＨ司法相と会談

した。ザディッチ司法相は、ＢＨがＥＵ加盟プロ

セスに向けた改革の勢いを維持しているとし

て高く評価し、オーストリアとしてＢＨのＥＵ加

盟を強く支持すると改めて強調した。 

●ブチェビッチ・セルビア首相のＲＳ訪問及び

セルビア閣僚のＲＳ訪問（２６日～３０日） 

 ２６日、ブチェビッチ・セルビア首相は、セル

ビア・ＲＳ間の「特別並行関係協定」締結１８年

の機会にＲＳを訪問し、ドディックＲＳ大統領と

会談したほか、ＢＨ北部のスルバッツにてセル

ビアの支援にて建設された幼稚園の開園式

に出席。また、セルビア・ＲＳ間の協力関係の

発展・強化に係る特別な功績及びＲＳの存続、



4 

 

発展に対する特別な貢献に対しＲＳ最高勲章

（リボン）を授与された。 

 ブチェビッチ首相はデイトン和平合意の尊重

を述べつつ、セルビアからＲＳへの支援の継

続及びセルビア民族の団結、セルビア系の利

益保護、ボシュニャク系との対話を呼びかけ

た。 

 なお、ブチェビッチ首相の訪問を皮切りに、

ロンチャル保健相（２７日）、ジュルジェビッチ

＝スタメンコブスキ家族福祉・人口統計相及

びジャリッチ＝コバチェビッチ行政・地方自治

大臣（２９日）がそれぞれＲＳを訪問しており、

ＢＨ統一地方選挙（１０月６日）を前に閣僚の

訪問が活発化した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）日・ＢＨ関係 

●鬼太鼓座による和太鼓コンサートの開

催（２０日） 

 ２０日、サラエボ市内において、在ボスニ

ア・ヘルツェゴビナ大使館主催、日本たば

こインターナショナル（ＪＴＩ）の協力により、

埼玉県を拠点として活動する創作和太鼓

集団「鬼太鼓座（おんでこざ）」によるコン

サートが開催された。 

 公演に先立ち、杵渕駐ＢＨ大使はＪＴＩの

協力に感謝を表すと共に、鬼太鼓座のパ

フォーマンスが当地で８年ぶりに行われる

ことを嬉しく思う旨述べ、ダイナミックで力

強い和太鼓演奏を楽しんでほしいと述べ

た。 

 また、翌日にはサラエボ大学音楽アカデ

ミーにおいて、鬼太鼓座及び三味線奏者

のＹＵＺＵ氏による和太鼓・三味線レクチャ

ー及びワークショップが開催された。 

 

 

（写真：公演及びワークショップの模様） 
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３．経済 

（１）経済指標（出典：ＢＨ統計局） 

●産業生産指数 

 ２０２４年８月の産業生産指数は、季節調整

後数値で前月比４．３％のマイナス。また、昨

年同月比２．８％のマイナス。 

●雇用／失業率 

 ２０２４年７月の失業者登録数は３２万８，６７

５人（うち女性１９万４，８４６人）で、前月比で

１％プラス、前年同月比で６．２％マイナス。 

●平均給与 

 ２０２４年７月の平均給与（手取り）は１，３９５

ＫＭで、前年同月比で１０．６％のプラス。 

●消費者物価指数 

 ２０２４年８月の消費者物価指数は前月比０．

５％のプラス。また、前年同月比で平均１．

３％の上昇。食料品・ノンアルコール飲料の価

格は前月比１．４％のプラス。 

●貿易収支 

 ２０２４年１月～８月のＢＨからの輸出総額は

１０５．２４億ＫＭ（前年同期比６．３％減）、ＢＨ

への輸入総額は１８９．４８億ＫＭ（前年同期

比３．６％増）。貿易収支は８４．２４億ＫＭの

赤字。 

●旅行客数 

 本年７月にＢＨを訪れた旅行客数は２４万７

９２人であり、昨年同月比で１３．６％増加、前

月比で１７．９％増加した。 

 旅行客の主な出身国はサウジアラビア（２１．

５％）、トルコ（１１．３％）、セルビア（６．９％）、

クロアチア（５．７％）、ポーランド（４％）、ドイツ

（３．９％）、米国（３．２％）、スロベニア（３％）、

ＵＡＥ（２．９％）。 

 

 

 

（２）経済政策・公共事業 

●「ヘルツェゴビナ」橋の開通（４日） 

 ４日、ＢＨからクロアチアへ向かう５ｃコリドー

高速道路のうち、ヘルツェゴビナ橋（旧称ポチ

テリ橋）を含むポチテリ～ズビロビチ区間の開

通式が行われた。当区間の建設プロジェクト

は２０１９年６月に署名が行われ、中国企業に

よる建設が行われていたもの。当区間の完成

により、既に開通しているメジュゴリェ～ビリャ

チャ区間とクロアチア側の道路が接続される

こととなる。開通式にはプレンコビッチ・クロア

チア首相も出席した。 

●モスタル-ベオグラード便の運航継続（５日） 

 エア・セルビア社はモスタル空港との間での

定期便運行に係る新たな契約を締結。本年運

航を開始したモスタル-ベオグラード便につき、

２０２５年１０月まで運航を継続することを決定

した。モスタル-ベオグラード便は日・月・金曜

の週３回運航する予定。 

 本年、モスタル空港は旅客数が昨年比で倍

増しており、特にベオグラード便は最も利用者

数が多く収益を上げている。 

（３）経済協力 

●トルコ企業とＢＨ政府の会合（５日） 

 ５日、Yapi Merkezi Insaat社等、インフラ事業

に従事するトルコ企業の関係者がＢＨを訪問

し、フォルトＢＨ通信・運輸大臣、ニクシッチＢＨ

連邦首相、ディズダルＢＨ連邦難民大臣等と

会談。トルコ企業側は特にＢＨでの鉄道建設

に強い関心を示し、現在までに世界各地で実

施したプロジェクトについての説明を行った。 

 ニクシッチＢＨ連邦首相は、ＢＨにおいては

鉄道の再建の需要が強く認識されていると述

べ、協力に対して前向きな姿勢を明らかにし

た。 

 



6 

 

（４）民間セクター 

●ポルシェ小売・サービスセンター開業（１９日） 

 １９日、サラエボ郊外のブラジュイにポルシェ

小売・サービスセンターが新たに開業した。ポ

ルシェグループが２８カ国に展開する店舗の

中で最大規模となり、販売店と修理等のサー

ビスセンターを併設している。ポルシェ・サラエ

ボは２０２３年に１６００台を売り上げており、新

たな店舗の開業によりさらなる業績の向上が

目指されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


